
令和元年度～令和５年度観測研究計画

課題番号：JMA 01

（１）実施機関名：

気象庁

（２）研究課題（または観測項目）名：

地震活動・地殻変動監視の高度化に関する研究

（３）関連の深い建議の項目：

2地震・火山噴火の予測のための研究

(2)地殻活動モニタリングに基づく地震発生予測

ア.プレート境界滑りの時空間変化の把握に基づく予測

（４）その他関連する建議の項目：

2地震・火山噴火の予測のための研究

(2)地殻活動モニタリングに基づく地震発生予測

イ. 地震活動評価に基づく地震発生予測・検証実験

5 研究を推進するための体制の整備

(2)総合的研究

ア. 南海トラフ沿いの巨大地震

ウ. 千島海溝沿いの巨大地震

（５）総合的研究との関連：

南海トラフ沿いの巨大地震

千島海溝沿いの巨大地震

（６）平成 30年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：
7006地震活動・地殻変動監視の高度化に関する研究

GNSSやひずみ、傾斜データを用いたスロースリップ、地震波形を用いた低周波微動検出の研究など

が進展した。また、地震発生シミュレーションにより、南海トラフ沿い巨大地震の発生パターンを再

現するモデルの構築が進んだ。

（７）本課題の５か年の到達目標：

プレート境界の固着状態変化を検出するための手法、地殻活動状態の変化を監視する手法を高度化す

る。また、地震発生シミュレーションにより地震活動履歴の再現と、発生した状態変化の物理的背景

の理解を進める。

（８）本課題の５か年計画の概要：

南海トラフ沿いで発生しているスロースリップについて、すべりの時空間分布を推定するための手法

の改良を行う。地殻活動状態の変化を表す地震活動の様々な指標の特徴を調査し、それらを組み合わ



せた統合的指標を構築する。地震発生シミュレーションにより、千島海溝域について地震活動履歴の

再現を行う。また、プレート境界の固着状態変化、地殻活動状況変化の物理的背景について考察する。

（9）実施機関の参加者氏名または部署等名：
気象研究所地震津波研究部

他機関との共同研究の有無：無

（10）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：気象研究所企画室

電話：029-853-8535

e-mail：ngmn11ts@mri-jma.go.jp

URL：http://www.mri-jma.go.jp/

（11）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：小林昭夫 　

所属：気象研究所地震津波研究部


